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１． 研究計画の概要 
本研究の目的は、「下からの視点」と重なる
ヒューリスティック・アプローチを特徴とす
る人類学的方法・視座をもって、グローバ
ル・フローの吹き荒れる現代の生活世界の現
実に接近し、できるだけ正確に描写・分析す
ることにある。その意味で、本研究は多くの
研究が展開するトランスナショナリズム研
究の一翼を担うものであるとしても、非定住
的な「ストリート」現象に特に注目すること
が大きな特長である。 
ここで「ストリート」という概念は、二つの
意味を含意する。第一の意味では、まさに
個々の実在の街路としてのストリートその
ものをめぐる現象であり、第二の意味では、
ヒト、モノ、コトバのグローバル化ないしト
ランスナショナル・フローという交通現象を
「拡張したストリート」の次元をとらえる。
ストリート性は、キーメタファーとして研究
の中心軸なる。 
従来の研究では看過されがちであった、グロ
ーバリゼーションによって活性化するロー
カリティ（「勝利するローカリティ」）ではな
く、抑圧され駆逐される「敗北したローカリ
ティ」の救出に明確に標準を定める。「下か
らのトランスナショナリズム」をさらに詳細
に腑分けすることが生きられる現実分析に
は不可欠であるからである。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究での「ストリート現象」への注目の要
点は、言語化され現代のディスクールに回収
されるかたちで再生産される「勝利するロー
カリティ」を明らかにするに留まらず、さら
にその蔭に隠されたここで「敗北したローカ

リティ」と呼ぶものを思考する場所として最
適だからである。「ストリート現象」そのも
の内に、その＜中心＞と＜周辺＞がある。そ
れは「勝利するローカリティ」と「敗北した
ローカリティ」との区別の具体的事象とイメ
ージを私たちに提供してくれる。 
このような構想・目的と立場・方法をもった
本研究は、多重の次元を内包した「ストリー
ト現象」を、世界の多様な地域社会において
インテンシヴにフィールドワークする研究
分担者および研究協力者の眼をもって具体
的に詳細に記述していくことが、基本的な達
成目標となる。これに関しては、「代表的な
研究成果」欄の図書のところに記載されるよ
うに民博の研究報告書シリーズの総計 1,000
ページ迫る２書として刊行できるほど、この
３年間の各自の海外調査で蓄積ができた。そ
の目次を一目すれば、すでに大きな成果を上
げていることが確認できる。 
この点で本研究の基本的な目的は確実な達
成を見ているが、さらに最後の一年もそれを
拡充する調査を展開する。刊行された書籍に
明らかなように、研究メンバーに共有された
「下からの視点」をもって行われてきたが、
それを深化させながら、最後の４年目は、そ
うした多様な新知見をもたらす詳細記述を
土台にして「下からのトランスナショナリズ
ム」のなかでも「敗北したローカリティ」を
いかに描き出せるかという方法・理論的な展
望をさらに考察していきたいと考えている。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
その理由として、本研究は基礎データの蓄積
とその一定の理論化を研究成果として示す



 

ことになったが、基礎データの蓄積という目
的も理論化という目的もすでに８割がた達
成されていると思われるからである。計画３
年目で、この計画自体が、しっかりした民博
での３年半の研究会の相互交流を踏まえて
いたこともあり、効率よく基礎データの蓄積
が進んでいる。民博研究会の報告書でも科研
の成果が取り込まれていることを特筆明記
した。既述のように本研究にとっては、中間
報告の位置を占める上記したＳＥＲの刊行
は、本研究の高い達成度をすでに証明してい
る。 
当初予期され、すでに実証の段階に至ってい
る研究成果のポイントは、トランスナショナ
リズム研究の立場が本来含意しているもっ
とも重要な核になる知見、すなわち世界をみ
る眼差しの移動・転換というものにリアリテ
ィが与えられつつある。移動性を定住の眼差
しから異常事態として見るのではなく、その
移動性そのものが実は私たちの生活世界の
リアリティなのであることを自覚するよう
な眼差しの転換が、既に現象においてすでに
展開し、むしろ私たちの認識の方がむしろ追
い付かないことが見えてきている。これまで
のトランスナショナリズム研究の蓄積にお
いて、いまだこの核心的な知見はその課題設
定の正しさに比して現実的な実証研究の蓄
積は不十分であり、その欠を補うことも本研
究は目指したが、豊かな形で大方達成されつ
つある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
残り一年間になった本研究は、最後の年もメ
ンバーによる海外学術調査をさらに拡充し
基礎データに厚みを与えていく。前項に示し
たような視点の根本的転換の必要性を詳細
な現実実践から学ぶことで得られる本研究
の成果の意義は、ポストモダニティ段階の社
会においてむしろ現出してきた「第一世界」
の中の＜広義の意味のホームレス問題（定住
者もまたホームレス化しているという理解）
＞という「第四世界」概念の提起した問題の
正確な現実把握に寄与貢献する。この視点の
転換をともなった現実把握の視野無しにし
て、近代社会の定住的な感覚や眼差しに留ま
っていては、眼前で進行形の形で生起してい
る現代社会の「異様に見える」諸問題は適切
な対応の方途を見出せず、むしろ無用な偏見、
誤解の中で事態が混乱し解決は遅延されて
いこう。したがって、本研究は、眼差しの転
換の学としての人類学の特長を生かした社
会への貢献を展望した基礎的研究であるこ
とを３年間の研究実践した今に、さらに確信
を深めた。 
その自覚、確信を基礎に、本研究が２００９
年度で終了するので、継続研究計画を２０１
０年度に開始できる科学研究費補助金事業

として今年度後半には申請を予定している。
ストリートの視点とトランスナショナリズ
ムの動向は現代社会に貢献する人類学には
不可避のジャンルであり、スタイルであるか
らである。もう一つは相似する観点を持って
いる海外研究者との研究交流を実施するた
めの機会を、共同調査など組むことで新たな
研究視野の拡充を意図しているのである。そ
のための手始めに２００９年度にはドイツ
人研究者でパリをフィールドにしている
Monika Sultzbrunn を招請して東京のストリ
ート性についての共同調査を関根や他のメ
ンバーと行う予定である。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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